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1 田守・スコウラップ (1999: 10) によると、オノマトペとは、現実の音を真似ている語、あるいは少なく
ともそのように見なされる語を指すものであるというのが最も一般的であるが、声を含む音を表す語に対




は判断が揺れる部分であるが、本稿では資料として用いた 2 冊の擬音語・擬態語辞典 (3 節に後述) に載っ
ているもの全てを研究対象とする。 
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2.1. 日本語のオノマトペの述語用法 

















(1) CVNCVri 型： 
のんびり、にんまり 
(2) CVQCVri 型： 
ぐったり、さっぱり 
(3) 2 モーラ反復形： 
いらいら、がたがた 
(4) 2 モーラ反復形の変種： 
かさこそ、でこぼこ 
 
 伊東 (2006) が(1) -(4) のみを研究対象にしていることからも、日本語において「オノマ
トペ＋する」ができるものは、4 モーラ4のものが一般的であると言える。4 モーラのオノマ







 本稿では、田守・スコウラップ (1999) に倣い、音韻・形態的特徴を論じる際には「音節」ではなく、「モ
ーラ (拍)」を用いる。「モーラ」の定義およびその音節数との区別は国際交流基金編 (1989) および斎藤純
男 (1997) を参照し、促音、撥音、長音を 1 モーラ (拍) として数える。例えば「さっか」の場合、音節数
であれば「さっ/か」の 2 音節になるが、モーラ数であれば「さ/っ/か」の 3 モーラになる。 
 中国語においては、1 文字が 1 つの音節を表すため、これを日本語のモーラ数に相当するものと考え、
統一して「モーラ」という用語を用いる。 
日中オノマトペの述語用法の諸特徴に関する対照研究―辞書の用例を用いた予備調査― 
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トペ以外にものについて音韻・形態的に「オノマトペ＋する」ができるかどうかについて







「－り」で終わる 3 モーラ以下のオノマトペ 
(6) がたん、ごろん 















については中北 (1991) および大塚 (2009) による研究がある。 
 大塚 (2009) は、「オノマトペ＋する／だ／やる」の 3 形式について考察を行ったもので
                                                        
5
 田守・スコウラップ (1999) では、「オノマトペ＋する」ができないオノマトペの形態的特徴については
直接言及していない。さらに、伊東 (2006) では 4 モーラのオノマトペのみを研究対象にしているため、4
モーラのオノマトペについては言及しているものの、それ以外のものについては言及されていない。 
6






 影山 (2005) は、「擬態語＋する」を「擬態語動詞 (mimetic verb)」と呼んでいる。「擬態語＋スル」は、
形態的には複合語になっていないものの、意味・機能としては「擬態語＋する」全体が 1 つの述語 (合成
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ある。「オノマトペ＋する」をアスペクトの観点から動詞分類を行った結果、すべてが金田
一 (1950) の動詞分類8に当てはまるものであったと結論付けている。 

















 中国語のオノマトペの述語用法に関する代表的な先行研究には、耿 (1986)、野口 (1995)、






 耿 (1986) によると、中国語では 1 モーラのオノマトペは、(8) のように現代詩歌では時
に語気助詞が伴わなくても述語として用いることができる場合があるが、こういった用法
は古代中国語においては頻繁に用いられていたものの、金・元時代以降は口語や文語の中





                                                        
8
 大塚 (2009) は、金田一 (1950) の 4 分類「状態動詞／継続動詞／瞬間動詞／第四種の動詞」に従い分類
を行った。 
9 重ね形には、1 モーラの重ね形と複数モーラの重ね形を含む。 
日中オノマトペの述語用法の諸特徴に関する対照研究―辞書の用例を用いた予備調査― 













































































[野口 1995 より抜粋] 
 



























































[耿 1986 より抜粋] 
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[耿 1986 より抜粋] 
 
 李 (2007) によると、中国語のオノマトペは動態助詞「了 le、着 zhe、过 guò」10を伴うこ
とで述語として用いられるもの (用例(13) のようなもの)、あるいは方向補語、結果補語、
数量補語を伴って用いられるもの (用例(14) のようなもの) があり、「不 bù」を用いて否定






























































































[李 2007 より抜粋] 
 






































































(あなたたち 1 日中、何をヒヒしてるの？) 
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表 1: 研究資料12 
 資料詳細 オノマトペ数 用例数 
日本語 野口宗親 (1995)『中国語擬音語辞典』東方書
店、东京 
431 語 1216 例 
中国語 曹金波 (2008)『標準日本語擬声語・擬態語』
大連理工大学出版社.大連 




 中国語のオノマトペの述語用法は、オノマトペのまま、あるいは動態助詞 (着 zhe、了 le、
过 guo) や補語 (方向補語、数量補語、結果補語)、目的語を伴って述語になるものをすべて
抽出する。 











ラ数と述語用法の関係を見る。詳細を表 2 に示す。 
 













                                                        
12
 以降、毎回辞書の名前全体を出さず、「辞書」という用語を用いるが、中国語について言及していると
きは野口宗親 (1995) 『中国語擬音語辞典』であり、日本語について言及しているときには曹金波 (2008) 
『標準日本語擬声語・擬態語』であることを断っておく。 
日中オノマトペの述語用法の諸特徴に関する対照研究―辞書の用例を用いた予備調査― 
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 辞書の用例において「オノマトペ＋する」の形で用いられるものは 4 モーラがほとんど
で、162 例、約 97%を占める。3 モーラのオノマトペは 2 例、6 モーラと 8 モーラのオノマ
トペが各 1 例ずつ確認できた。それ以外の 1、2、5、7 モーラの用例は確認できなかった。
以下に用例を示す。 
 
(18) 日曜日には家でゴロゴロしている。 (4 モーラ) 
(曹 2008) 
(19) おこって口もきけないほど、かっかしてるんです。 (3 モーラ) 
(曹 2008) 
(20) 日当たりのいい席だと、つい午後の授業はうつらうつらしてしまうんです。(6 モーラ) 
(曹 2008) 
(21) 面倒な仕事を抱え込んだが、まあ、えっちらおっちらやってますよ。(8 モーラ) 
(曹 2008) 
 








 次は、「オノマトペ＋だ」とモーラ数の関係について確認することにする。表 3 に「オノ
マトペ＋だ」の詳細を示す。 
 












 辞書の用例において、日本語の「オノマトペ＋だ」でも 4 モーラで用いられる用例が最
も多く、22 例で約 92%を占める。2 モーラ、6 モーラのオノマトペは各 1 例ずつ確認できた
が、1、3、5、6、7、8 モーラのオノマトペは確認できなかった。以下用例を示す。 
黄 慧 
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(22) 満員電車に六時間も立ち詰めで、もうくたくただ。 (4 モーラ) 
(曹 2008) 
(23) 売れ行きが不振でせっかくの投資もぱーだ。 (2 モーラ) 
(曹 2008) 







 日本語のオノマトペの述語用法はモーラ数と密接に関係していることは 4.1.1 の考察で明
らかになった。ここでは、中国語のオノマトペが述語用法として用いられたものについて
詳しく見ていく。用例の詳細を表 4 に示す。 
 














 辞書の用例において、オノマトペの述語用法は 2 モーラが最も多く、44 例で約 66%を占
めていることが分かる。それに次いで 4 モーラが 21 例で 31%を占めている。4.1.1.で日本語








ほとんど (25) のように、詩歌的用法として韻を踏むためのものである。 
 
日中オノマトペの述語用法の諸特徴に関する対照研究―辞書の用例を用いた予備調査― 


















  (ペンの音がサラサラ、時計の音がチクタク) 
(野口 1995) 
 



































































































































































































                                                        
13 日本語に関しては、主に広告や新聞などで用いられる「する」や「だ」を省略した形で文末に用いる動
詞省略用法がある。田守・スコウラップ (1999) を参照されたい。 
日中オノマトペの述語用法の諸特徴に関する対照研究―辞書の用例を用いた予備調査― 
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4.2. オノマトペの述語用法における統語的特徴 
4.2.1. 日本語のオノマトペにおける述語用法の統語的特徴 
 辞書に載っている 783 語のオノマトペのうち、「オノマトペ＋する」および「オノマトペ





の形で述語として用いられた用例は全部で 472 例ある。詳細を表 5 に示す。 
 


















(29)  目には見えないけど、ここにはばい菌がうようよしているんですよ。 
(曹 2008) 
(30)  飲みすぎて腹ががぶがぶする。 
(曹 2008) 
(31)  彼女は中国語がぺらぺらだ。 
(曹 2008) 
(32)  満員電車に六時間も立ち詰めで、もうくたくただ。 
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 (33) テレビで怪談を見ていてなんだかぞくぞくしてきた。 
 (曹 2008) 
 (34) つい午後の授業はうつらうつらしてしまうんです。 
 (曹 2008) 
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 「オノマトペ＋する」および「オノマトペ＋だ」をテンス・アスペクトの観点からみる
と、表 7 のようになる。 
 
表 7: テンスとアスペクトから見る述語用法の内訳 









だ だ／だった 24／0 
合計 190 
 






















(49) 前略 祖父に死なれてからは急に落ち込み、しょぼしょぼしてしまった。 
(曹 2008) 
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 中国語の辞書には、431 語のオノマトペの合計 1216 例の用例が収録されている。そのう
ち、オノマトペが述語として用いられた用例は、わずか 67 例のみで、全体の約 5%しか占
めていない。日本語に比べて中国語のオノマトペは述語用法が非常に少ないことが分かっ
た。耿 (1986) の中国語のオノマトペは述語用法が非常に稀であるという主張を裏付ける結
果になっている。表 8 に詳細を示す。 
 




























































































































































































































    (私のうつむいた、頭の中はゴロゴロしていた) 
(野口 1995) 
 
 李 (2007) の記述によると、中国語のオノマトペの述語用法には、目的語を取るものが非
































































































































































































 李 (2007) によると、中国語のオノマトペには目的語を取るものが非常に稀であるが、本














とんど 4 モーラのものが述語用法として用いられるのに対し、中国語では 2 モーラのオ
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2) 日汉拟声词都与音节数有密切的联系。日语中可以做谓语的拟声词大多数是 4 音节的。2
音节的拟声词做谓语的很少。但汉语里 2 音节的拟声词做谓语的比较多。其次是 4 音节的。
日汉拟声词中单音节一般不能单独做谓语。这个现象不局限于做谓语时，而做修饰语 (副词) 
时也有同样的倾向。(请参看田守他 1999、黄 2008) 
3) 我们还观察到日汉拟声词做谓语时他动性非常低，而且用于他动词时它们带的宾语都是
“口，嘴，手，脚，眼睛”等身体名词。 
4) 日语中用现状描写可用“shiteiru/da”两形式，汉语里的现状描写则多使用拟声词单独做谓语
的形式，或“拟声词+的”的形式而很少用“拟声词+着”的形式。 
